
N
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
心
ミ
添
に
見
え
る

ア
ル
メ
ニ
ア
と
ジ
ャ
ズ
ィ
上
フ
の
諸
都
市

井
　
谷
　
鋼
　
造

　
　
　
は
じ
め
に

　
昨
年
の
本
誌
に
筆
者
は
〔
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
-
Ｑ
ｕ
ｌ
ｕ
ｂ
に
現
れ
る
ル
ー

ム
の
諸
都
市
〕
と
題
す
る
翻
訳
を
発
表
し
た
。
そ
の
意
図
す
る
所

は
モ
ン
ゴ
ル
人
支
配
時
代
の
ル
ー
ム
（
小
ア
ジ
ア
）
に
関
す
る
地

理
的
情
報
の
一
つ
を
紹
介
し
て
、
将
来
の
歴
史
研
究
に
役
立
て
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
歴
史
研
究
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、

ル
ー
ム
に
関
わ
る
年
代
記
そ
の
他
の
歴
史
資
料
は
数
多
く
の
ル
ー

ム
内
外
の
地
名
を
含
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
ル
ー
ム
に
隣
接
す
る

ア
ル
メ
ニ
ア
や
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
地
方
の
地
名
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら

が
ル
ー
ム
の
史
料
に
現
れ
る
頻
度
も
高
い
。
そ
れ
故
に
ル
ー
ム
に

隣
接
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
や
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
地
理
的
な

情
報
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
ル
ー
ム
に
関
す
る
史
料
を
読
解
す

る
際
に
必
須
の
、
そ
し
て
極
め
て
有
益
な
予
備
作
業
と
も
な
る
。

　
本
稿
で
筆
者
は
昨
年
の
拙
稿
と
同
じ
、
ハ
ム
ド
ゥ
ご
フ
ー
・
ム

ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
ー
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ニ
ー
の
著
作
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
-
Ｑ
ｕ
ｌ
ｕ
ｂ

を
材
料
と
し
て
、
ル
ー
ム
地
方
の
記
述
に
続
く
ア
ル
メ
ニ
ア
（
第

三
話
地
理
誌
の
第
二
部
イ
ー
ラ
ー
ン
ザ
ミ
ー
ン
地
誌
中
の
m
a
ｑ
ｓ
乱

　
（
第
八
章
）
及
び
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
（
同
第
九
章
）
の
部
分
を
全
訳
す

る
。
こ
の
両
地
方
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
支
配
領
域
に
入
っ
た
時

期
が
古
く
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
に
先
行
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
諸
地
理

書
に
も
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
、
両
地
方
に
関
す
る

≧
万
々
欧
の
記
述
は
ル
ー
ム
地
方
に
つ
い
て
の
そ
れ
と
同
質
で
は

な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
人
支
配
時
代
の
西
ア
ジ
ア
の
地

理
的
な
状
況
を
理
解
す
る
上
で
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ジ
ャ

ズ
ィ
ー
ラ
に
関
す
る
記
述
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
類
書

が
な
い
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
之
目
釘
’
の
記
述
が
種
々
雑
多
な
、

興
味
深
い
地
理
的
、
歴
史
的
な
情
報
を
提
供
し
て
呉
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
尚
、
本
稿
で
の
翻
訳
に
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
前
掲
拙
稿
で
使

用
し
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
の
で
、
著
者
ハ
ム
ド
ゥ
ご
フ
ー
と

Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
等
に
つ
い
て
は
昨
年
の
拙
稿

を
参
照
さ
れ
た
い
。
今
回
の
訳
は
ｕ
.
　
ｉ
ｊ
ｅ
　
ｂ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
校
訂
本
一
〇

○
－
一
〇
六
頁
、
Ｄ
ａ
ｂ
ｉ
ｒ
ｓ
ｉ
ｙ
ａ
ｑ
ｉ
校
訂
本
一
一
七
Ｉ
こ
エ
八
頁
を

も
と
に
し
て
い
る
。
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Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
か
ら
の
翻
訳

　
△
第
八
章
・
ア
ル
マ
ン
吋
ヨ
呂
地
方
の
諸
所
に
つ
い
て
▽

　
そ
れ
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
大
ア
ル
メ
ニ
ア
Ａ
ｒ
m
i
n
i
ｙ
ａ

ａ
ｌ
-
Ａ
ｋ
ｂ
ａ
ｒ
、
も
う
一
つ
は
小
ア
ル
メ
ニ
ア
Ａ
ｒ
m
m
i
ｙ
ａ
　
ａ
ｌ
-
Ａ
ｓ
ｇ
ｈ
ａ
ｒ

で
あ
る
。
小
ア
ル
メ
ニ
ア
は
イ
ー
ラ
ー
ン
に
は
入
ら
な
い
。
そ
の

東
に
は
大
ア
ル
メ
ニ
ア
か
お
り
、
ル
ー
ム
の
諸
地
方
は
そ
の
北
、

ジ
ャ
ー
ム
（
Ｈ
シ
リ
ア
）
地
方
は
そ
の
南
、
ル
ー
ム
海
は
そ
の
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勁

に
あ
る
。
ス
ィ
ー
ス
Ｓ
ｉ
ｓ
'
キ
プ
ロ
ス
応
μ
７
回
、
ト
ラ
ブ
ソ
ベ

１
　
ｒ
ａ
ｂ
ｚ
ｕ
ｎ
地
方
が
そ
の
主
要
な
地
方
で
あ
る
。
小
ア
ル
メ
ニ
ア

か
ら
は
毎
年
三
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
が
地
租
（
回
目
ど
）
と
し
て
イ
ー
ラ

ー
ン
に
与
え
ら
れ
る
。
大
ア
ル
メ
ニ
ア
は
イ
ー
ラ
ー
ン
に
入
り
、

一
つ
の
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
に
数
え
ら
れ
、
ア
フ
ラ
ー
ト
の
ド
ゥ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

－
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
。
気
候
は
大
半
が
穏
和
で
あ
る
。
そ
の
境

域
は
小
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ル
ー
ム
、
デ
ィ
ヤ
ー
ル
’
バ
ク
ル
、
ク
ル

デ
ィ
ス
タ
ー
ン
、
ア
ー
ザ
ル
バ
ー
イ
ジ
ャ
ー
ン
、
ア
ご
フ
ー
ン
に
接

す
る
。
そ
の
東
西
は
エ
ル
ズ
ル
ム
ｙ
Ｉ
目
巴
如
四
日
か
ら
サ
ル
マ

ー
ス
Ｓ
ａ
ｌ
ｍ
ａ
ｓ
ま
で
、
そ
の
南
北
は
ア
ッ
ラ
ー
ン
か
ら
ア
フ
ラ
ー

ト
の
諸
地
方
の
果
て
に
至
る
。
そ
の
地
方
の
首
邑
（
匹
町
巴
-
m
ｕ
l
k
）

は
ア
フ
ラ
ー
ト
の
町
で
あ
る
。
そ
の
徴
税
額
は
往
時
に
は
今
時
の

二
〇
〇
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
に
近
か
っ
た
が
、
今
や
三
九
ト
ゥ
ー
マ
ー

ン
で
あ
る
。

　
一
、
ア
フ
ラ
ー
ト
Ａ
ｋ
ｈ
ｌ
ａ
ｔ
　
　
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は

永
遠
諸
島
よ
り
七
七
度
五
五
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
八
度
二
九

分
。
そ
の
気
候
は
穏
和
で
、
多
く
の
園
林
か
お
り
、
果
実
も
ま
た

良
質
で
、
量
が
多
い
。
そ
の
徴
税
額
は
五
一
五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー

ル
で
あ
る
。

　
二
、
ｙ
ゆ
弓
宅
１
．
さ
さ
や
か
な
小
市
（
宕
１
冨
）
で
あ
る
。
徴
税

額
は
１
０
０
０
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
三
、
エ
ル
ジ
ン
Ａ
ｒ
i
i
ｓ
ｈ
　
以
前
は
町
で
あ
っ
た
。
経
度
は
永
遠

諸
島
よ
り
七
三
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
阿
三
九
度
Ｋ
ｈ
ｗ
ａ
ｊ
ａ
　
Ｔ
ａ
ｊ

ａ
ｌ
-
Ｄ
ｉ
ｎ
　
'
Ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
ａ
ｈ
　
Ｗ
ａ
ｚ
ｉ
ｒ
　
Ｔ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｚ
Ｉ
＾
そ
れ
を
要
塞
化
し
、
現
在

は
堅
固
な
城
塞
で
あ
る
。
産
物
は
穀
物
と
綿
。
徴
税
額
は
八
〇
〇

○
○
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
四
、
ｙ
ま
∝
だ
内
芯
ア
フ
ラ
ー
ト
湖
（
‐
ヴ
ァ
ン
湖
）
岸
に
あ
る

一
城
塞
で
、
堂
々
と
し
た
と
て
も
よ
い
所
で
あ
る
。
徴
税
額
は
一

三
六
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
五
、
ア
ラ
タ
グ
Ａ
ｌ
ａ
ｔ
ａ
ｑ
　
非
常
に
よ
い
牧
地
で
、
水
が
豊
富

で
狩
猟
地
も
多
い
。
モ
ン
ゴ
ル
Ｍ
ｕ
ｇ
ｈ
ｕ
ｌ
の
吋
呼
回
入
冨

り

が

そ
こ
に
宮
殿
を
造
ら
せ
、
夏
は
大
抵
そ
こ
に
居
た
も
の
で
あ
る
。

徴
税
額
は
六
五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
六
、
ベ
ル
ゲ
リ
Ｂ
ａ
ｒ
ｇ
ｉ
ｒ
ｉ
　
現
在
は
小
さ
な
町
で
あ
る
が
、
か

つ
て
は
大
き
な
町
で
あ
っ
た
。
丘
の
頂
上
に
あ
り
、
ア
ラ
タ
グ
に
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発
す
る
大
き
な
河
が
流
れ
て
い
る
。
園
林
が
多
く
、
そ
の
中
に
は

種
々
の
果
実
か
お
る
。
町
の
中
の
一
方
に
は
堅
固
な
城
塞
が
あ
る
。

徴
税
額
は
二
五
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
七
、
い
べ
ｙ
之
茸
小
市
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
園
林
と
果
実
が
多

い
。
徴
税
額
は
一
六
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
八
、
澪
に
ま
ｙ
ウ
ベ
ｚ
剪
も
と
大
き
な
町
で
あ
っ
た
が
、
今
は
小

　
　
　
ｊ

さ
な
町
で
あ
る
。
徴
税
額
は
五
六
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
九
、
ホ
シ
ャ
ブ
Ｋ
ｈ
ｕ
ｓ
ｈ
ａ
ｂ
　
小
市
で
あ
る
。
徴
税
額
は
１
０
０

０
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
一
〇
、
ご
Ｉ
｛
ぎ
尽
力
に
１
．
と
Ｌ
Ｗ
Ｑ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
＊
＊
'
＾
　
小
さ
な
町

　
　
　
　
－

で
、
そ
の
中
に
は
園
林
と
果
実
が
多
い
。
気
候
は
極
め
て
良
好
で

あ
る
。
徴
税
額
は
一
六
六
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
応
る
。

　
一
ス
ス
ク
マ
ー
ナ
ー
バ
ー
ド
。
ｚ
ｚ
ｏ
Ｋ
ｙ
∽
ｙ
ｆ
う
も
と
大
き
な

町
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
村
落
の
規
模
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

徴
税
額
は
九
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
二
一
、
∝
ｒ
Ｋ
首
小
市
で
あ
り
、
徴
税
額
は
七
二
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ

ー
ル
で
あ
る
。

　
一
三
、
ジ
ベ
脊
。
中
位
の
町
で
あ
り
、
徴
税
額
は
一
五
〇
〇
〇

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
剛

　
一
四
'
　
　
　
Ｋ
ａ
ｂ
ｕ
ｄ
＊
小
さ
な
町
で
あ
り
、
徴
税
額
は
四
三
〇
〇
デ

ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
一
五
、
マ
ラ
ズ
ギ
ル
^
Ｍ
ａ
ｌ
ａ
答
ｒ
ｄ
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
。

経
度
は
永
遠
諸
島
よ
り
七
六
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
八
度
四
五

分
。
現
在
、
堅
固
で
堂
々
た
る
城
塞
が
あ
る
。
よ
い
場
所
で
、
気

候
は
良
好
で
あ
る
。
徴
税
額
は
一
四
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ

る
。
　
一
六
、
ヴ
ァ
ン
だ
習
と
ヴ
。
ス
タ
ン
Ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
第
四
気
候
帯

に
属
す
る
。
ヴ
ァ
ン
は
城
塞
で
、
ヴ
ァ
ス
タ
ン
は
か
つ
て
大
き
な

町
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
中
位
の
町
で
あ
る
。
経
度
は
永
遠
諸
島

よ
り
七
三
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
七
度
。
気
候
は
極
め
て
良
好

で
、
水
は
そ
の
境
域
に
あ
る
山
々
に
発
し
、
ア
フ
ラ
ー
ト
湖
に
注

い
で
い
る
河
川
に
依
っ
て
い
る
。
園
林
が
多
く
、
果
実
は
豊
富
で
、

良
質
で
あ
る
。
徴
税
額
は
五
三
四
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
一
七
、
ヴ
フ
フ
シ
ギ
ル
ド
Ｗ
ａ
ｌ
ａ
ｓ
ｈ
首
吊
　
一
城
塞
で
あ
り
、
そ

の
麓
に
小
市
が
あ
る
。
産
物
は
穀
物
と
綿
で
、
果
実
は
少
い
。
徴

税
額
は
七
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
△
第
九
章
二
ア
イ
ヤ
ー
ル
≒
バ
ク
ル
Ｄ
ｉ
ｙ
ａ
ｒ
　
Ｂ
ａ
ｋ
ｒ
と
ラ
ビ
ー
ア

　
　
Ｒ
ａ
ｂ
ｉ
'
ａ
に
つ
い
て
▽

　
Ｓ
ｕ
w
ａ
ｒ
　
a
l
-
Ａ
ｑ
a
l
i
m
の
中
で
は
そ
れ
を
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
Ｊ
ａ
ｚ
ｉ
ｒ
ａ

と
呼
ん
で
い
る
。
二
九
の
町
か
お
り
、
温
帯
で
あ
る
。
そ
の
境
域
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は
ル
ー
ム
、
ア
ル
マ
ン
、
ジ
ャ
ー
ム
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
、
イ

ラ
ー
ク
ー
ア
ラ
ブ
に
連
な
る
。
マ
ウ
ス
ィ
ル
の
町
が
こ
の
地
訪
の

首
邑
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
徴
税
額
は
Ｂ
ａ
ｄ
ｒ
　
ａ
ｌ
-
Ｄ
Ｉ
ｎ
　
Ｌ
ｕ
'
ｌ
ｕ
'
の

治
世
ま
で
の
ア
タ
ベ
グ
の
時
代
に
は
１
０
０
０
ト
ウ
ー
マ
ー
ン
に

達
し
て
い
た
が
、
現
在
は
一
九
二
ト
ウ
ー
マ
ー
ン
半
で
あ
る
。

　
一
、
マ
ウ
ス
ィ
ル
Ｋ
Ｑ
ｊ
旨
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
。
経
度

は
永
遠
諸
島
よ
り
七
七
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
五
度
三
二
分
。

デ
ィ
ジ
ラ
（
Ｈ
テ
ィ
グ
リ
ス
）
河
畔
に
位
置
す
る
。
そ
の
城
壁
の

周
囲
は
八
〇
〇
〇
歩
で
あ
る
。
高
い
会
衆
マ
ス
ジ
ド
か
お
り
、
そ

の
中
に
は
切
り
出
さ
れ
、
加
工
さ
れ
た
石
で
出
来
た
ミ
フ
ラ
ー
ブ

が
あ
る
が
、
ど
の
国
で
も
そ
れ
程
に
大
き
な
も
の
は
木
材
か
ら
で

も
誰
も
造
っ
た
こ
と
が
な
い
。
パ
ド
ル
こ
ア
イ
ー
ン
ー
ル
ー
ル
ー

は
高
い
建
物
を
造
ら
せ
た
が
、
現
在
そ
れ
ら
は
大
部
分
荒
廃
し
て

い
る
。
徴
税
額
は
三
二
八
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
二
、
イ
ル
ビ
ー
ル
マ
呂
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
。
経
度
は
永

遠
諸
島
よ
り
七
七
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
四
度
。
大
き
な
町
で

あ
り
、
堅
固
な
城
塞
を
持
つ
。
産
物
は
穀
物
と
綿
で
、
良
質
で
あ

る
。
徴
税
額
は
二
二
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
。
デ
ィ
ヤ
ー
ル
こ
フ

ビ
ー
ア
に
属
す
る
。

　
三
、
ア
ル
ザ
ン
Ａ
ｒ
ｚ
ａ
ｎ
　
大
き
な
町
で
あ
る
。
非
常
に
堅
固
な

城
塞
を
有
す
る
。
産
物
は
穀
物
と
綿
で
、
良
質
で
あ
る
。
徴
税
額

は
二
七
五
五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
四
、
ア
ー
ミ
ド
｛
日
旨
　
デ
ィ
ヤ
ー
ル
ｙ
バ
ク
ル
に
属
し
、
第

四
気
候
帯
で
あ
る
。
経
度
は
永
遠
諸
島
よ
り
七
三
度
四
〇
分
、
緯

度
は
赤
道
よ
り
三
五
度
。
デ
ィ
ジ
ラ
河
畔
の
中
位
の
町
で
あ
る
。

徴
税
額
は
三
〇
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
五
、
回
留
Ｄ
Ｈ
＊
＊
中
位
の
町
で
あ
る
。
産
物
は
穀
物
と
綿
で
、

果
実
は
少
い
。
徴
税
額
は
二
四
三
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
六
、
Ｂ
§
Ｚ
Ｒ
　
M
h
＊
＊
小
さ
な
町
で
、
徴
税
額
は
一
五
〇
〇
〇
デ

ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
七
、
Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
　
小
市
で
あ
る
。
非
常
に
清
潔
で
、
よ
い
所
で

あ
る
。
良
質
の
穀
物
、
綿
、
果
実
が
出
来
る
。
徴
税
額
は
一
三
二

〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
八
、
回
だ
回
１
　
　
小
さ
な
町
で
、
徴
税
額
は
一
四
〇
〇
〇
デ
ィ

ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
九
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｒ
＊
＊
　
Ｓ
ｕ
w
ａ
ｒ
　
ａ
ｌ
-
Ａ
ｑ
ａ
ｌ
ｌ
ｍ
で
は
、
小
さ
な
町
で
あ
る

と
言
う
。
園
林
や
山
地
内
で
耕
作
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
一
〇
、
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
ー
イ
ブ
ン
ー
ウ
マ
ル
Ｊ
ａ
ｚ
ｉ
ｒ
ａ
　
第
四
気

候
帯
に
属
す
る
。
Ａ
ｒ
ｄ
ａ
ｓ
m
ｒ
　
ｂ
ａ
ｂ
ａ
ｇ
ａ
　
脂
が
造
ら
せ
た
。
大
き
な

町
で
あ
り
、
一
〇
〇
近
い
村
が
そ
の
属
地
で
あ
る
。
葡
萄
が
多
い
。

徴
税
額
は
一
七
〇
二
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
一
一
、
こ
四
民
と
Ｓ
ｉ
ｌ
w
ａ
ｎ
　
＊
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
中
位
の
町
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で
、
徴
税
額
は
一
七
一
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
一
二
、
ハ
ご
フ
ー
ン
Ｈ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｎ
　
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度

は
永
遠
諸
島
よ
り
七
五
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
四
度
。
Ａ
ｒ
ｆ
ａ
ｋ
ｈ
-

趾
乱
Ｆ
Ｓ
ａ
ｍ
　
ｂ
.
　
Ｎ
ｕ
ｈ
"
　
　
-
彼
に
平
安
あ
れ
Ｉ
が
造
っ
た
。
町
の

中
に
は
加
工
さ
れ
た
石
で
出
来
た
一
城
塞
が
あ
る
。
そ
の
周
囲
は

コ
二
五
〇
歩
で
、
城
壁
の
高
さ
は
五
〇
ガ
ズ
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
星

の
城
」
Ｑ
ａ
ｌ
'
ａ
-
ｙ
ｉ
　
Ｎ
ａ
ｉ
r
n
と
呼
ば
れ
る
。
ハ
ッ
ラ
ー
ン
に
属
す
る

村
々
の
う
ち
円
巴
回
村
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
が
預
言
者
イ
ブ
ラ
ー

ヒ
ー
ム
Ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｈ
ｉ
ｍ
　
Ｋ
ｈ
ａ
白
（
‐
ア
ブ
ラ
ハ
ム
）
―
彼
に
平
安
あ
れ

Ｉ
の
生
誕
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
当
の
生
誕
地
は

Ｂ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
地
方
の
Ｚ
回
留
村
で
あ
り
、
彼
は
円
匙
回
村
に
匿
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
ハ
ご
フ
ー
ン
に
は
サ
ー
ビ
ー
教
徒
留
b
i
ｙ
ａ
ｎ
の

民
が
多
か
っ
た
。

　
一
三
、
ヒ
ス
ン
ー
カ
イ
フ
ア
１
届
ｓ
ｎ
　
Ｋ
ａ
ｙ

ｆ
ａ
　
大
き
な
町
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
部
は
荒
廃
し
、
一
部
は
繁
栄
し
て
い
る
。

徴
税
額
は
八
二
五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
一
四
、
ハ
ー
ブ
ー
ル
Ｋ
ｈ
ａ
ｂ
ｉ
ｉ
ｒ
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
。
サ

ー
サ
ー
ン
朝
の
Ｑ
ｕ
ｂ
ａ
ｄ
　
ｂ
.
　
Ｆ
ｉ
ｒ
ｕ
ｚ
が
造
ら
せ
た
。

　
一
五
、
ラ
ー
ス
ル
ア
イ
ン
Ｋ
ａ
　
ｓ
　
a
i
-
　
Ａ
ｙ
ｎ
　
デ
ィ
ヤ
ー
ル
ニ
フ

ビ
ー
ア
に
属
す
る
。
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠
諸
島
よ

り
七
三
度
二
〇
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
四
度
二
〇
分
。
そ
の
周

囲
は
五
〇
〇
〇
歩
で
あ
る
。
気
候
は
極
め
て
よ
く
、
果
実
、
葡
萄
、

穀
物
、
綿
は
良
質
で
あ
る
。

　
一
六
、
ラ
ッ
カ
に
お
宕
　
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠

諸
島
よ
り
七
四
度
一
七
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
四
度
四
〇
分
。

現
在
は
荒
廃
し
て
い
る
。
ル
ー
ム
人
の
一
倍
集
で
Ｑ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
ｑ
ｕ
ｓ
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
Ｒ
ｉ
ｓ
ａ
ｌ
ａ
-
ｙ
ｉ
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
ｓ
ｈ
ａ
ｈ
ｉ
に
は
次
の
よ
う
な
記
事

が
出
て
来
る
。
ハ
リ
ー
フ
ァ
Ｑ
ａ
ｄ
ｉ
ｒ
”
の
時
代
に
こ
の
地
方
の
ハ
ー

キ
ム
で
あ
っ
た
へ
賎
す
輿
と
い
う
名
の
者
が
ラ
ッ
カ
の
町
に
面
し
て

フ
ラ
ー
ト
河
の
対
岸
に
花
南
岩
で
一
城
塞
を
築
か
せ
た
。
そ
の
周

囲
は
１
０
０
０
歩
で
あ
っ
た
。
百
年
後
彼
の
孫
Ｓ
ａ
ｂ
ｉ
ｑ
　
ｂ
.
Ｊ
ａ
'
ｂ
ａ
ｒ

は
そ
の
城
塞
に
拠
っ
て
追
剥
を
働
き
、
そ
の
た
め
ジ
ャ
ー
ム
、
デ

ィ
ヤ
ー
ル
ｙ
バ
ク
ル
、
イ
ラ
ー
ク
の
諸
道
は
遮
断
さ
れ
た
。
セ
ル

ジ
ュ
ク
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
マ
リ
ク
シ
ャ
ー
は
そ
の
城
塞
を
攻
略

し
、
サ
ー
ビ
ク
を
そ
の
息
子
た
ち
や
与
党
と
共
に
懲
ら
し
め
る
よ

う
に
命
じ
た
。
そ
の
結
果
諸
道
は
開
通
し
、
安
全
に
な
っ
た
。
そ

の
場
所
に
つ
い
て
不
思
議
な
こ
と
の
一
つ
に
次
の
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
城
塞
は
ス
ィ
ッ
フ
ィ
ー
ン
タ
臼
ロ
の
村
に
対
面

し
て
い
る
が
、
そ
こ
は
信
者
の
長
ム
ル
タ
ダ
ー
・
ア
リ
ー
Ｍ
ｕ
ｒ
ｔ
ａ
ｄ
ａ

。
と
「
－
ア
ッ
ラ
ー
が
彼
に
名
誉
を
与
え
る
よ
う
に
Ｉ
と
ム
ア
ー
ウ

ィ
ヤ
が
戦
っ
た
戦
場
で
あ
る
。
そ
の
近
郊
の
フ
ラ
ー
ト
河
畔
に
両

軍
の
殉
教
者
た
ち
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
殉
教
地
（
ヨ
ａ
ｓ
ｈ
ｈ
乱
）
が
あ
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る
。
遠
く
か
ら
は
棺
と
棺
内
の
殉
教
者
の
遺
体
が
見
え
た
が
、
近

く
へ
行
く
と
何
も
見
え
な
か
っ
た
と
云
う
。

　
一
七
、
ル
ハ
ー
ま
弓
回
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
。
政
ｓ
ａ
ｌ
ａ
-
ｙ
i

M
a
l
i
k
ｓ
ｈ
ｄ
ｈ
ｉ
に
は
次
の
よ
う
に
出
て
来
る
。
そ
の
周
囲
は
五
八
〇

〇
歩
で
あ
り
、
加
工
し
た
石
で
造
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
や

は
り
石
造
の
教
会
（
回
９
　
留
）
か
お
り
、
そ
の
真
中
に
は
ド
ー
ム
か

お
る
。
ド
ー
ム
の
下
の
空
間
は
Ｉ
〇
〇
ガ
ズ
以
上
あ
る
、
と
。

Ｍ
ａ
ｓ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
　
ａ
ｌ
-
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
に
よ
る
と
そ
れ
以
上
に
壮
大
で
よ
い
建

築
は
世
界
中
で
誰
も
造
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
現
在

は
荒
廃
し
て
い
る
。

　
一
八
、
Ｓ
ａ
'
i
ｒ
ｄ
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
大
き
な
町
で
あ
る
。

気
候
は
良
好
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
良
質
の
銅
器
が
製
造
さ
れ
て
い

る
。
杯
は
比
類
な
く
、
有
名
で
あ
る
。
徴
税
額
は
四
六
五
〇
〇
デ

ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
一
九
、
ス
ィ
ン
ジ
ャ
ー
ル
Ｓ
ｉ
ｎ
ｊ
ａ
ｒ
　
デ
ィ
ヤ
ー
ル
こ
フ
ビ
ー
ア

に
属
す
る
。
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠
諸
島
よ
り
七
五

度
二
〇
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
五
度
。
城
壁
は
石
と
漆
喰
で
造

ら
れ
、
周
囲
は
三
二
〇
〇
歩
で
あ
る
。
一
山
上
に
位
置
し
、
キ
ブ

ラ
の
方
向
に
、
或
る
列
の
家
屋
の
屋
根
が
他
の
列
の
家
屋
の
地

面
に
な
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
。
園
林
が
多
く
、
ス
ン
マ
ー
ク

曽
ヨ
ヨ
ト
づ
ダ
オ
リ
ー
ヴ
、
無
花
果
そ
の
他
の
果
実
が
多
く
、
葡
萄

も
良
質
で
あ
る
。
徴
税
額
は
一
四
七
五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ

る
。

　
二
〇
、
Ｓ
ｕ
ｑ
　
Ｔ
ｈ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｎ
　
　
　
　
Ｊ
ｕ
ｄ
ｉ
山
の
麓
に
あ
る
一
つ
の
村
で

あ
る
。
預
言
者
ス
ー
プ
Ｚ
邸
（
‐
ノ
ア
）
－
彼
に
平
安
あ
れ
Ｉ
が

大
洪
水
Ｔ
ｕ
ｆ
ａ
ｎ
か
ら
助
か
っ
た
時
に
造
っ
た
村
で
、
大
洪
水
後
地

上
に
造
ら
れ
た
最
初
の
場
所
で
あ
る
が
、
現
在
は
荒
廃
し
て
い
る
。

　
二
Ｉ
：
ｙ
弓
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
。
カ
ヤ
ー
ニ
ー
朝
の

Ｋ
ａ
ｙ
ｋ
ａ
w
ｕ
ｆ
が
造
っ
た
。
丘
上
に
位
置
し
、
葡
萄
製
品
が
多
い
が
、

ワ
イ
ン
は
質
が
悪
い
。
徴
税
額
は
二
七
四
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で

あ
る
。

　
二
二
、
イ
マ
ー
デ
ィ
ー
ヤ
ｉ
ｍ
ａ
ｄ
ｉ
ｙ
ａ
大
き
な
町
で
あ
る
。
ダ

イ
ラ
ム
の
Ｉ

で
イ
マ
ー
デ
ィ
ー
ヤ
と
さ
れ
た
。
気
候
は
極
め
て
よ
い
。
徴
税
額

は
六
八
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
二
三
、
Ｑ
ａ
ｒ
ｑ
ｉ
ｓ
ｉ
ｙ
ａ
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
。
経
度
は
永
遠

諸
島
よ
り
七
四
度
四
〇
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
四
度
二
〇
分
。

Ｑ
ａ
ｒ
ｑ
ｉ
　
ｓ
i
ｙ
ａ
　
ｂ
.
　
Ｔ
ａ
ｈ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
ｔ
ｈ
　
Ｉ
）
冒
冨
え
て
に
縁
の
あ
る
場
所
で
あ

る
。
　
二
四
、
カ
ル
マ
リ
ー
ス
Ｘ
回
Ｉ
巴
如
　
中
位
の
町
で
、
徴
税
額

は
一
二
一
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
二
五
、
マ
ル
テ
ィ
ン
Ｍ
ａ
ｒ

ｄ
ｉ
ｎ
　
デ
ィ
ヤ
ー
ル
こ
フ
ビ
ー
ア
に
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属
す
る
。
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠
諸
島
よ
り
七
四
度
、

緯
度
は
赤
道
よ
り
三
五
度
。
丘
上
に
築
か
れ
て
い
る
。
町
の
中
の

市
街
を
見
下
す
石
の
上
に
城
塞
が
あ
る
。
そ
の
地
方
に
は
呂
ぺ
と

い
う
名
の
河
か
お
り
、
ち
ょ
う
ど
Ｚ
ａ
ｎ
ｉ
ａ
ｎ
　
Ｒ
ｕ
ｄ
ほ
ど
で
あ
る
。

マ
ル
テ
ィ
ン
の
園
林
は
こ
の
河
か
ら
水
を
得
て
い
る
。
そ
れ
ら
園

林
と
こ
の
河
に
依
存
す
る
土
地
は
長
さ
Ｉ
〇
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
に
近

く
、
幅
約
一
フ
″
ル
サ
ン
グ
で
あ
る
。
穀
物
、
綿
、
果
実
を
産
す

る
。
こ
の
地
方
の
産
物
の
大
半
は
あ
の
河
の
賜
物
で
あ
る
。
徴
税

額
は
二
三
六
二
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
二
六
、
ム
シ
Ｍ
ｕ
ｓ
ｈ
　
以
前
は
町
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
荒
廃

し
て
い
る
。
よ
い
草
原
で
、
極
め
て
良
好
な
牧
草
地
で
あ
る
。
そ

の
一
方
を
デ
ィ
ジ
ラ
河
が
、
も
う
一
方
を
フ
ラ
ー
ト
河
が
流
れ
て

い
る
。
徴
税
額
は
六
九
五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
二
七
、
マ
イ
ヤ
ー
フ
ァ
ー
リ
キ
ー
ン
Ｍ
ａ
ｙ
ｙ
ａ
ｆ
ａ
ｒ
ｉ
ｑ
ｉ
ｎ
　
デ
ィ

ヤ
ー
ル
こ
フ
ビ
ー
ア
に
属
す
る
。
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は

永
遠
諸
島
よ
り
七
五
度
一
五
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
八
度
。
大

き
な
町
で
あ
り
、
気
候
は
良
好
。
果
実
が
豊
富
で
あ
る
。
徴
税
額

は
二
二
四
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
二
八
、
ナ
ス
ィ
ー
ビ
ー
ン
Ｎ
ａ
ｓ
ｉ
ｂ
ｉ
ｎ
　
デ
ィ
ヤ
ー
ル
こ
フ
ビ
ー

ア
に
属
す
る
。
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠
諸
島
よ
り
七

五
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
五
度
。
そ
の
城
壁
の
周
囲
は
六
五
〇

○
歩
で
あ
り
、
水
は
Ｈ
ｉ
ｒ
m
a
ｓ
河
に
依
っ
て
い
る
。
気
候
は
ひ
ど

い
（
m
ｕ
ｔ
ａ
'
ａ
ｆ
ｆ
ｉ
ｎ
)
も
の
で
あ
る
。
産
物
は
果
実
と
葡
萄
が
多
い
。

そ
の
ワ
イ
ン
は
良
質
で
、
気
候
の
ひ
ど
さ
の
害
を
防
い
で
呉
れ
て

い
る
。
こ
の
地
の
薔
薇
は
イ
ー
ラ
ー
ン
ザ
ミ
ー
ン
の
薔
薇
の
う
ち

最
良
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
鰍
や
蚊
が
多
く
、
歎
は
人
を
殺

す
。
Ｊ
ｄ
ｍ
ｉ
'
　
ａ
ｌ
-
Ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｔ
に
は
次
の
よ
う
に
出
て
来
る
。
か
つ
て

呪
文
に
よ
り
、
一
切
町
の
中
Ｉ
に
八
ら
な
い
よ
う
蚊
と
煌
を
封
じ
込

め
た
。
Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｈ
　
ａ
ｌ
-
Ｄ
ｉ
ｎ
　
Ｙ
ｕ
ｓ
ｕ
ｆ
§
　
治
世
に
そ
こ
の
城
壁
を
建
設
し

た
際
、
密
封
し
た
壷
が
見
つ
か
っ
た
。
人
々
は
そ
れ
を
財
宝
と
想

像
し
て
、
取
り
上
げ
開
封
し
た
。
蚊
と
煌
を
見
つ
け
て
、
再
び
地

上
に
置
い
た
。
こ
う
し
て
そ
の
営
為
は
無
に
帰
し
た
。

　
二
九
、
ニ
ネ
ヴ
エ
ぶ
Ｉ
三
　
デ
ィ
ジ
ラ
河
畔
に
位
置
す
る
。

そ
の
周
囲
は
六
〇
〇
〇
歩
で
あ
る
。
預
言
者
ユ
ー
ヌ
ス
ベ
回
目

　
（
Ｈ
ヨ
ナ
）
Ｉ
彼
に
平
安
あ
れ
Ｉ
の
殉
教
地
が
こ
の
町
の
南
方
に

あ
る
。
町
か
ら
そ
の
殉
教
地
ま
で
、
増
減
な
く
き
っ
か
り
１
０
０

０
歩
で
あ
る
。

＊
は
位
置
不
詳
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

＊
＊
は
位
置
及
び
地
名
の
読
み
方
共
に
不
詳
で
あ
る
こ
と
を
示

　
　
す
。
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注

田
　
昨
年
の
拙
稿
の
補
訂
。
九
二
頁
上
段
「
は
じ
め
に
」
の
本
文

　
　
五
行
目
「
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ニ
ー
」
の
右
下
に
注
番
号
剛
を
記
入
。

　
　
九
三
頁
下
段
左
か
ら
六
行
目
「
学
者
達
は
」
の
あ
と
に
「
言

　
　
っ
て
き
た
、
」
を
追
加
。
九
六
頁
上
段
左
な
り
四
行
目
Ｆ
ｑ
詐
」

　
　
の
右
下
に
注
番
号
㈲
を
記
入
。
九
七
頁
下
段
左
か
ら
八
行
目

　
　
　
「
緯
度
は
」
の
あ
と
「
赤
道
よ
り
」
を
追
加
。
一
〇
〇
頁
上

　
　
段
回
国
ヨ
或
ｙ
Ｑ
べ
の
読
み
」
を
ｒ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｙ
の
表
記
」
と

　
　
訂
正
。
同
頁
下
段
㈱
国
末
尾
に
「
Ｉ
ｂ
ｎ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｉ
｡
　
ｐ
ｐ
.
　
６
０
７
｡
６
８
９
」

　
　
を
追
加
。

閣
　
ル
ー
ム
海
、
す
な
わ
ち
地
中
海
に
面
す
る
小
ア
ル
メ
ニ
ア
に

　
　
黒
海
岸
の
都
市
で
あ
る
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
の
名
が
見
ら
れ
る
の
は

　
　
余
り
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
と
は

　
　
小
ア
ル
メ
ニ
ア
の
都
市
タ
ル
ス
ー
ス
Ｈ
回
路
・
の
書
き
誤
り
で

　
　
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

図
　
こ
こ
で
い
う
「
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
」
と
は
一
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル

　
　
の
意
味
で
は
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
時
代
の
一
行
政
単
位
と

　
　
し
て
、
例
え
ば
「
軍
管
区
」
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て

　
　
い
る
。

㈲
　
イ
ル
ハ
ン
国
の
ぶ
ご
a
i
ｔ
ｕ
　
（
在
位
一
三
〇
四
－
一
六
）
、
Ａ
ｂ
ｕ

　
　
Ｓ
ａ
'
ｉ
ｄ
　
（
在
位
一
三
一
七
圭
二
五
）
の
両
ハ
ン
に
仕
え
た
ワ

　
　
ズ
ィ
ー
ル
。
コ
二
二
四
年
没
。
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
ウ
”
ハ
ン
の

　
　
時
代
に
ア
リ
ー
シ
ャ
ー
は
有
名
な
歴
史
家
ラ
シ
ー
ド
ゥ
ッ
デ

　
　
ィ
ー
ン
と
共
に
ワ
ズ
ィ
ー
ル
職
を
分
掌
し
た
が
、
ウ
ル
ジ
ェ

　
　
イ
ト
ウ
ー
ハ
ン
の
死
後
、
ラ
シ
ー
ド
を
ハ
ン
毒
殺
の
罪
で
告

　
　
発
し
、
こ
の
イ
ル
ハ
ン
国
最
大
の
歴
史
家
を
刑
死
さ
せ
た
。

　
　
'
Ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ａ
ｈ
｡
　
Ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｏ
ｐ
ａ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｉ
ｒ
ａ
ｍ
ｃ
ａ
(
Ｂ
.
　
Ｓ
ｐ
ｕ
ｌ
　
ｅ
ｒ
執
筆
）

倒
　
第
四
代
イ
ル
ハ
ン
（
在
位
こ
一
八
四
－
九
一
）
。
プ
ラ
グ
の

　
　
子
ア
バ
カ
の
長
子
。
ガ
ザ
ン
、
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
ウ
兄
弟
の
父
。

　
　
歴
代
の
イ
ル
ハ
ン
が
ア
ラ
タ
グ
に
夏
営
し
て
い
た
こ
と
に
つ

　
　
い
て
は
、
本
田
宜
信
「
イ
ル
ハ
ン
の
冬
営
地
’
夏
営
地
」
『
東

　
　
洋
史
研
究
』
三
四
－
四
、
一
九
七
六
、
八
九
－
九
〇
頁
参
照
。

剛
　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
の
Ｄ
ａ
ｂ
ｉ
ｒ
ｓ
ｉ
ｙ
ａ
ｑ
ｉ
校
訂
本
、
一
一
八
頁
で
は
こ
の
両
所

　
　
を
ハ
ル
プ
ト
入
ｒ
目
高
ぼ
耳
及
び
ト
カ
ト
同
旨
μ
叩
と
し
て
い
る
。

　
　
前
者
が
ハ
ル
プ
ト
に
当
た
る
可
能
性
は
な
き
に
し
も
あ
ら
ず

　
　
で
あ
る
が
、
後
者
を
ト
カ
ト
と
読
む
こ
と
は
到
底
不
可
能
で

　
　
あ
る
。
ル
ー
ム
に
あ
る
ト
カ
ト
は
歴
史
的
に
も
ア
ル
メ
ニ
ア

　
　
に
含
ま
れ
た
こ
と
は
な
い
。

ｍ
　
こ
の
表
記
が
ス
ク
マ
ー
ナ
ー
バ
ー
ド
Ｓ
ｕ
ｋ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ａ
ｄ
を
写
し

　
　
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
は
二
つ
あ
る
。
第
一

　
　
は
ア
ラ
ブ
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ト
順
か
ら
み
て
防
に
と
∝

　
　
の
間
に
ｚ
ｚ
｛
｝
・
：
で
始
ま
る
語
が
入
る
の
は
不
自
然
で
あ
る

　
　
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
Ｓ
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｄ
と
Ｈ
Ｎ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｄ

　
　
の
両
語
の
冒
頭
は
筆
写
の
段
階
で
酷
似
す
る
可
能
性
か
お
り
、

　
　
後
半
も
Ｎ
Ａ
の
部
分
が
脱
落
し
た
と
考
え
れ
ば
両
語
の
字
形

　
　
は
殆
ん
ど
同
一
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

　
　
Ｈ
Ｎ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｄ
な
る
地
名
は
同
時
代
史
料
に
は
現
れ
な
い

　
　
の
に
対
し
、
ス
ク
マ
ー
ナ
ー
バ
ー
ド
は
ナ
サ
ウ
ィ
ー
の
『
ス

　
　
ル
タ
ー
ン
、
ジ
ャ
ラ
ー
ル
こ
ア
イ
ー
ン
伝
』
に
二
度
現
れ
る
。

　
　
そ
れ
に
拠
れ
ば
ホ
ラ
ズ
ム
ジ
ャ
ー
、
ジ
ャ
ラ
ー
ル
ご
ア
イ
ー

　
　
ン
は
ヤ
ッ
ス
’
チ
メ
ン
の
敗
戦
後
ア
フ
ラ
ー
ト
を
経
て
こ
の
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町
に
立
寄
っ
た
後
ボ
ー
イ
｝
｛
冨
Ｘ
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。

　
　
珊
珊
善
m
乱
Ｈ
ａ
ｍ
ｄ
ｉ
校
訂
本
Ｐ
ｉ
ｒ
ｏ
｡
　
１
９
５
３
｡
　
三
三
三

　
　
頁
。
こ
の
記
述
か
ら
ス
ク
マ
ー
ナ
ー
バ
ー
ド
は
ア
フ
ラ
ー
ト

　
　
と
ボ
ー
イ
の
間
、
大
ア
ル
メ
ニ
ア
の
境
域
に
位
置
し
て
い
た

　
　
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
尚
、
ホ
ラ
ズ
ム
ジ
ャ
ー
、
ジ
ャ
ラ

　
　
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
活
動
及
び
ヤ
ッ
ス

　
　
　
ー
チ
メ
ン
の
戦
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ル
ー
ム
ー
サ
ル
タ
ナ
ト

　
　
と
ホ
ラ
ズ
ム
ジ
ャ
ー
」
　
『
東
洋
史
研
究
』
四
七
Ｉ
一
、
一
九

　
　
八
八
、
を
参
照
。

図
　
Ｋ
ａ
ｂ
ｕ
ｄ
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
紺
青
色
の
」
と
い
う
意
味
の
形

　
　
容
詞
で
あ
る
。
西
暦
一
〇
世
紀
後
半
の
著
作
で
あ
る
ア
ブ
ー

　
　
‘
ド
ゥ
ラ
フ
ｙ
回
り
町
政
の
『
第
二
の
書
簡
』
で
は
ウ
ル
ミ

　
　
ヤ
湖
畔
に
Ｋ
ａ
ｂ
ｕ
ｄ
ｈ
ａ
ｎ
と
い
う
名
の
山
か
お
る
こ
と
を
伝
え

　
　
て
い
る
”
　
Ｋ
ａ
ｂ
ｆ
ｉ
ｄ
と
い
う
名
の
町
も
或
い
は
こ
の
山
、
又
は

　
　
ウ
ル
ミ
ヤ
湖
と
関
連
す
る
地
名
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
イ

　
　
ス
ラ
ー
ム
地
理
書
・
旅
行
記
研
究
会
訳
注
『
ア
ブ
ー
・
ド
ゥ

　
　
ラ
フ
　
イ
ラ
ン
旅
行
記
』
京
都
、
一
九
八
八
、
一
三
頁
。

閣
　
こ
の
地
名
を
も
っ
場
所
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
何
箇
所
か
あ

　
　
る
。
ヤ
ー
ク
ー
ト
の
M
ｕ
'
ｊ
ａ
ｍ
　
ａ
ｌ
-
Ｂ
ｕ
ｌ
ｄ
ａ
ｎ
に
は
四
箇
所
の

　
　
ヴ
了
フ
シ
ギ
ル
ド
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
ハ
マ
ダ

　
　
ー
ン
と
牛
ル
マ
ー
ン
シ
ャ
ー
ハ
ー
ン
間
、
パ
ル
プ
地
方
、
キ

　
　
ル
マ
ー
ン
地
方
と
ア
フ
ラ
ー
ト
地
方
に
あ
る
と
い
う
。
Ｆ
.

　
　
Ｗ
ｉ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｆ
ｅ
ｌ
ｄ
　
校
訂
本
第
四
巻
、
Ｌ
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
ｉ
ｇ
一
八
六
九
、
九

　
　
三
九
頁
。
こ
こ
で
い
う
ヴ
ァ
ラ
シ
ギ
ル
ド
は
無
論
、
最
後
の

　
　
も
の
で
、
マ
ラ
ズ
ギ
ル
ド
北
方
、
エ
ル
ズ
ル
ム
東
方
の
、
現

　
　
名
ｉ
ｉ
ｌ
ｅ
ｓ
ｋ
　
ｉ
ｒ
ｔ
に
当
た
る
。
Ｉ
ｂ
ｎ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
u
ｐ
.
　
４
２
５
｡

Ｈ
.
　
E
f
ｕ
ｂ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
｡

　
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ａ
ｌ
ｔ
ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
ｎ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｓ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

　
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｘ
Ｙ
ｌ
｡
　
１
９
０
４
｡
　
Ｓ
Ｓ
.
　
４
６
８
-
４
６
９
.
尚
、

　
　
昨
年
の
拙
稿
で
位
置
不
詳
と
し
た
Ａ
Ｗ
Ｎ
Ｙ
Ｋ
　
（
注
㈲
）
も

　
　
こ
の
論
文
の
附
図
に
は
ｙ
ｊ
防
　
と
し
て
ヴ
ァ
ラ
シ
ギ
ル
ド

　
　
　
‘
エ
ル
ズ
ル
ム
の
ほ
ぼ
中
間
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

皿
　
マ
ウ
ス
ィ
ル
の
ザ
ン
ギ
ー
朝
ア
タ
ベ
グ
政
権
第
六
代
ア
ル
ス

　
　
ラ
ン
シ
ャ
ー
（
在
位
一
一
九
三
Ｉ
一
二
Ｉ
こ
の
奴
隷
出
身

　
　
で
、
コ
ー
二
二
年
に
主
家
が
断
絶
す
る
と
、
自
ら
ア
タ
ベ
グ

　
　
と
な
り
、
マ
リ
ク
こ
フ
ヒ
ー
ム
ａ
ｌ
-
Ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
　
ａ
ｌ
-
Ｒ
ａ
ｈ
ｌ
ｍ
を
称

　
　
し
た
人
物
。
コ
ー
五
九
年
没
。

剛
　
サ
ー
サ
ー
ン
朝
初
代
の
王
。
在
位
二
二
四
－
四
〇
年
。

㈲
　
ア
ラ
ブ
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
預
言
者
ス
ー
プ
の
孫
、
サ
ー
ム

　
　
　
（
Ｈ
セ
ム
）
の
子
で
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
Ｉ
〇
代
前
の
先

　
　
祖
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
伝
承
で
は
四
三
八
年
生
き
た
と
言
わ
れ
る
。

　
　
ｌ
Ｄ
ｎ
　
ａ
ｉ
-
A
ｔ
ｎ
ｉ
ｒ
｡
　
ａ
Ｌ
-
Ｋ
ａ
ｍ
ｉ
Ｌ
　
j
i
　
ａ
ｌ
-
Ｔ
ａ
'
ｎ
ｋ
ｈ
｡
Ｃ
.
Ｊ
.
Ｔ
ｏ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ

　
　
校
訂
本
第
一
巻
Ｌ
ｕ
ｇ
ｄ
ｕ
ｎ
ｉ
　
Ｂ
ａ
ｔ
ａ
ｖ
ｏ
ｒ
ｕ
m
｡
１
.
８
６
７
｡
七
八
Ｉ
八

　
　
二
頁
。

㈲
　
サ
ー
サ
ー
ン
朝
第
二
〇
代
の
王
。
在
位
四
八
八
－
九
六
、
四

　
　
九
九
１
五
三
一
年
。

§
　
　
　
　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
著
作
の
際
、
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
た
作
品
で
、

　
　
随
所
に
引
用
さ
れ
る
。
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
マ

　
　
リ
ク
シ
ャ
ー
（
在
位
一
〇
七
二
－
九
二
）
の
支
配
領
域
を
描

　
　
写
し
た
も
の
。
現
在
に
は
伝
わ
ら
な
い
。

㈲
　
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
第
二
五
代
ハ
リ
ー
フ
て
在
位
九
九
一
－

　
　
一
〇
三
一
年
。

㈲
　
漆
科
の
植
物
名
で
、
非
常
に
酸
味
の
強
い
実
は
、
乾
燥
さ
せ
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粉
に
挽
か
れ
た
後
、
タ
イ
ム
と
一
緒
に
香
辛
料
と
し
て
用
い

　
　
ら
れ
る
と
い
う
。

㈲
　
イ
ラ
ン
の
伝
説
上
の
カ
ヤ
ー
ニ
ー
朝
第
二
代
の
王
で
、
カ
イ

　
　
ク
バ
ー
ド
Ｋ
ａ
ｙ
ｑ
ｕ
ｂ
ａ
ｄ
王
の
孫
。
有
名
な
フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
ィ

　
　
ー
の
『
ジ
ャ
ー
ｆ
ナ
ー
マ
』
に
登
場
す
る
英
雄
ル
ス
タ
ム

　
　
Ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
a
m
が
活
躍
す
る
の
は
こ
の
カ
イ
カ
ー
ウ
ス
王
の
時
代

　
　
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

㈲
　
ダ
イ
ラ
ム
出
身
の
ブ
ワ
イ
フ
家
三
兄
弟
の
一
人
。
本
名
は
ア

　
　
リ
ー
。
フ
ァ
ー
ル
ス
、
フ
ー
ズ
ィ
ス
タ
ー
ン
、
ジ
バ
ー
ル
を

　
　
領
有
。
在
位
九
三
二
Ｉ
四
九
年
。

Ｓ
　
　
　
　
Ｑ
ａ
ｒ
ｑ
ｉ
ｓ
ｉ
ｙ
ａ
-
ｂ
.
　
Ｔ
ａ
ｈ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
ｔ
ｈ
　
の
名
は
ヤ
ー
ク
ー
ト
の

　
　
M
ｕ
　
ｊ
ａ
ｍ
　
ａ
ｌ
-
Ｂ
ｕ
ｌ
ｄ
ｄ
ｎ
に
現
れ
る
だ
け
で
、
他
史
料
に
は
見

　
　
ら
れ
な
い
。
第
四
巻
六
五
一
六
六
頁
、
タ
フ
ム
ー
ラ
ス
の
名
は

　
　
イ
ラ
ン
の
伝
説
上
の
ピ
ー
シ
ダ
ー
デ
ィ
ー
朝
の
王
と
し
て
知
ら

　
　
れ
、
悪
魔
（
Ｓ
ぜ
）
を
服
従
さ
せ
た
た
め
、
Ｒ
ｇ
回
乱
の
異
名

　
　
が
あ
る
。

倒
　
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
初
代
ａ
ｌ
-
Ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
　
ａ
ｌ
-
Ｎ
ａ
ｓ
ｉ
ｒ
。
在
位
一
一

　
　
六
九
－
九
三
年
。
「
サ
ラ
デ
ィ
ン
」
と
し
て
有
名
。

　
（
本
稿
は
昭
和
六
三
年
度
金
谷
治
教
授
を
研
究
代
表
者
と
す
る

文
部
省
科
学
研
究
費
の
筆
者
分
担
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
）
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